
【研究論文】

医療観察法の見直しに向けて：指定通院医療の課題と提案－民間病院の
現状から

藤村尚宏

精神科における多職種によるチーム医療 藤村尚宏

病いの語りと人生の変容・再考：病いと物語
ナラティヴ

の諸相 江口重幸

Ellenbergerと「小さきもの」への視線 江口重幸

障害・疾患・症状の呼称と翻訳をめぐる問題点：精神科用語検討委員会
における議論を踏まえて

江口重幸

「統合失調症と人類学」をめぐる断想：DevereuxとHackingの視点をも
とに

江口重幸

ゴヤと創造性：戦禍・病い・奇想 江口重幸

新たな気分安定薬：ラモトリギンを中心に 野崎昭子・田島　治

パニック障害 野崎昭子・田島　治

入院の診立て・判断：急性期救急ユニットの場合 糟谷将隆・江口重幸・藤村尚宏

統合失調症 片桐直之・水野雅文

妄想・幻聴　幻想はどうしておこる？その対応は？ 片桐直之

病院機能評価受審による薬剤科機能と意識の変化を振り返る 村井則之

薬学的管理に主眼をおいた認知症専門病棟における薬剤師業務 小林祥子・田村由紀子・村井則之

抗MRSA薬を安全に使用するための薬剤師の関わり　＜TDMを通じて＞ 谷古宇美佳・小澤照史・仁平　浩・鈴木和寿

調剤支援機器導入による調剤過誤の経時的変化の解析 小澤照史・村井則之・鈴木和寿

精神訪問看護コンサルテーション事業から見えてきた課題 橋詰紀和子・佐藤雅美

職場暴力を受けた看護師へのCNSによるスタッフ支援 佐藤雅美

怒り・攻撃性のサイクルに応じた安全な看護介入 大山明子

精神科病院職員への暴力回避技術に関する教育プログラム
鈴木利枝・川崎　桜・石川あけみ・大山明子・
山村太一郎・田島秀行・大石絵理子・福田栄
二・佐竹恵子・榎本真美子・郡　大樹
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思春期・青年期の初回入院における家族支援の必要性―境界例患者の母
親に対する援助を通して―

阿部貴子

救急・急性期病棟の概要 鈴木利枝

看護師に求められる役割 石川あけみ

看護師のエンパワーメント 大山明子

精神科急性期における回復のプロセスと段階に応じたケア 大山明子

精神科急性期看護に必要な観察とアセスメント 大山明子

興奮・不穏（陽性症状）が著明な患者へのケア 竹内美喜・水野加奈子

行動制限を受けている患者へのケア 吉田裕紀子

衝動行為が著明な患者へのケア 榎本真美子・竹内美喜

拒否する患者へのケア 大山明子

病気に対する認識をどのように取り扱うか 横井志保

精神科急性期における身体合併症のケア 中村弥生

退院支援の実際（その1） 田野将尊

【学会発表】

柴田桓要と精神科病院黎明期 金川英雄・堀みゆき

ツインスーパー救急とそれを支えるシステム 金川英雄・藤村尚宏・原　尚之・吉田和幸

戦前の東京の精神科病院と精神科看護 金川英雄･堀みゆき

精神障害者と修験道東京高尾山の歴史 金川英雄・堀みゆき

京都府岩倉と進行麻痺 金川英雄・堀みゆき

精神科病院看護人の系譜、強力と日本赤十字社看護人 堀みゆき・米田恵美・金川英雄

家族ＳＳＴのあり方―精神科病院での試みから― 佐藤ゆみ

スコアの多義性を理解して解釈を組み立てる 市川京子
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精神科病院の看護管理者による暴力事故予防から事後対応に関する実態
調査

鈴木利枝・川崎　桜・相原友直・大山明子

精神科作業療法における「運動」の意義と効果に関する一考察 山本弥枝・加藤由香里・猪狩明日香

精神科スーパー救急病棟における保護室からの個別作業療法の意義につ
いて

川尻亜希子・佐藤朋恵・西垣治朗・棟近展行・
渡辺朋子

【コラム】

インターネットと自傷 風野春樹

【書評】

『同性愛者における他者からの拒絶と受容：ダイアリー法と質問紙によ
るマルチメソッドアプローチ』

林　直樹

『臨床で書く―精神科看護のエスノグラフィー』 江口重幸

『やさしいベイトソン：コミュニケーション理論を学ぼう！』 江口重幸
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